







Disinfection of Rubber Dam Materials with 
Ethylene Oxide
YUJI KURASHINA FUMIYUKI KOHNO KEN TAKEUCHI 
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陽性培養数 1 2 0 3 1 4 3 2 3 1
チレンオキサイド用滅菌テープ（Indox）で各ラ
バーダムシートの中央に貼り付けたのである．使
用した3種の細菌のうちで，今回の実験ではE．
coliが最もエチレンオキサイドガスに感受性が高
く，残りのStaphylococcusとLactobacillusは同
じ程度の感受性を示した．
　ラバーダムシートの製品による違いでは，それ
ぞれについて3種の細菌による1140箇所の検査部
位で，S社製は20枚重ねた真中の1ケ所でのみ陽
性が発生したが，一方H社製では9箇所，W社製
では10箇所に陽性培養がみられ，その陽性を生じ
た箇所は4枚目から16枚目の間に16例であった
が，外側に近いところでは3例認められた．この
ことは重ねた真中に近い方が，矢張り想像してい
352 倉科他：エチレンオキサイドガスによるラバーダムシートの消毒
たように消毒されにくいことが判明した．W社製
とH社製で3例外側のラ・ミーダムシートに陽性
が発生したことは，この2製品はS社製に比べ気
体を通し難い性質を持っているのか，または消毒
時にラパーダムシート間にガスが入って行き難い
性質が強いのかも知れない．
　今回の実験では最も消毒作用が及びにくい状態
で実験を行ったが，それでも3420の検査箇所中20
箇所にしか培養陽性が生じなかった．このことは
エチレンオキサイドガスによる消毒は，かなりの
悪条件下でも達成出来ることを示している．本学
保存科ではラバーダムシートを四つに折って10枚
ずっEO滅菌袋に入れて消毒しているが，このよ
うにするかまたは何枚か重ねるときは間に紙を挟
むなどの配慮を行えぽ，完全に消毒出来るものと
思われる．
2．エチレンオキサイドガス滅菌によるラバーダ
ムシートの劣化について
　エチレンオキサイドガス滅菌でW社とH社の
製品は，引張り試験5）で未消毒と消毒済とでは変
化がなく，しかもこの両者間はほぼ同じ性質を示
した．
　一方S社製のものでは，未消毒に比べ消毒済の
ものに伸びの低下が認められた．このS社製のラ
バーダムシートは未消毒のものでも，W社製やH
社製に比べると伸びが少なかった．臨床での使用
具合いについてのアンケートでも，この製品は他
の2社のものより穿孔部位が裂けやすく，また硬
い感じがするとの報告も多くみられた．またこの
製品は最も消毒が容易であったことも，物質上で
他の2社と少し違う性質を持っているためではな
いかと推測している．
ま　　と　　め
　ラバーダムシートを使用前に予め消毒（滅菌）
しておくために，エチレンオキサイドガスによる
滅菌法を応用出来るか否かを検討してみた．
1．Escherlichia　coli（0－25），　Staphylococcus
aureus　（FDA　209P），　Lactobacillus　casei
（ATCC　1469）の3種の細菌を用いて，それぞれ
の細菌で汚染させたラ・ミーダム小片（10㎜×5
mm）を20枚重ねたラバーダムシートの間に貼付
して，殺菌されるか否かを細菌培養試験によって
調べた．
　またラバーダムシートとして，W，　H，　Sの3社
の製品で厚さはMediumのものを用いた．　S社製
のラバーダムシートでは1140の検査箇所（19汚染
小片×3種の細菌×20回実験）中，真中の1箇所
に陽性培養が出現した．一方H社製では1140箇所
中9箇所に，W社製では1140箇所中10箇所に陽性
培養が発生したが，これらの陽性培養は殆どは重
ねた中央2／3で生じた．
2．滅菌操作によるラバーダムシートの劣化
　未消毒と消毒済のラバーダムシートについて引
張り試験を行って劣化の有無を調べたところ，W
社製とH社製では滅菌前後で全く差がなく変化
が認められなかったが，S社製では少し劣化する
ことが判明した．
3．多量のラバーダムシートを一度に重ねて消毒
する際は，そのまま重ねずに間に紙を挟めぽ確実
に消毒出来るものと思われる．また未消毒のもの
と消毒済の製品を比べてみて，消毒方法を選ぶ必
要がある、
　稿を終わるに際し，本研究に御教示，御援助を
賜った本学口腔細菌学講座中村　武教授を始め教
室員各位ならびに歯科理工学講座伊藤充雄助教授
に厚く感謝いたします．
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